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機
関
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発
展
を
め
ざ
し

2

°

5

1

十
二
月
五
日
、
五
時
す
ぎ
か
ら
菓
人

地
震
研
ホ
ー
ル
で
「沖
縄
返
還
粉
砕
・

自
衛
隊
派
兵
阻
止
・批
准
阻
止
闘
争
中

間
報
衙

12

・5
沖
共
闘
総
決
起
築

会
」
が
約
六
百
名
の
労
働
番
、
学
生
を

結
集
し
て
熟
気
を
お
び
た
申
で
開
か
れ

沖
共
闘
ー
中
間
総
括
集
会

一
月
佐
藤
訪
米
阻
止
を
提
起

た
。ま

ず
議
長
団
か
ら
、
こ
の
闘
の
沖
八

闘
内
の
覚
派
闘
魯
を
整
理
し
・
沖
蚊
闘

を
い
か
な
る
路
線
を
も
っ
た
共
同
闘
争

機
関
と
し
て
強
化
し
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
を
明
雁
に
す
る
こ
と
が
、
こ
の

集
へA
の
任
肋
て
あ
Φ
と
提
起
こ
れ
、
返

還
粉
砕
闘
争
の
申
聞
総
括
を
共
同
の
も

の
と
し
て
獲
傅
す
O
こ
と
侭

全
疹
加

占
の
意
と
致
と
し
て
駐
認
・Gれ
た
。

畳
初
に
、
沖
肖
同
が
特
別
報
飴
・
決

意
衰
明
と
し
て
、
次
の
よ
つ
に
発
邑
し

た
。「

魑
還
粉
伸
の
覧
命
的
ス
ロ
ーガ
ン

を
か
か
げ
、
職
場
・
芋
園
・
地
区
の
闘

い
を
さ
ら
に
、
お
し
ひ
ろ
げ
、
帝
国
主

義
者
ど
も
と
対
決
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
沖
縄
奪
還
派
を
粉
砕
し
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
の
隊
列
を
、
全
国

い
た
る
と
こ
ろ
の
沖
縄
膏
年
の
闘
い
と

硬

ロし
て
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
潭
事
基
地
に
対
す
る
闘
い
、
日
本

帝
国
工
義
国
家
榴
力
の
進
出
と
自
衛
隊

の
進
駐
お
よ
び
独
占
資
本
の
収
奪
に
対

す
る
闘
い
、
国
家
統
合
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
の
強
要
を
粉
砕
す
る
闘
い
を
全
面
的

に
強
化
し
よ
う
。
人
民
党
、
杜
会
党
の

ブ
ル
ノ
ヨ
ア
ノ
ー
へ
の
屈
服
を
弾
劾

し
、
民
族
主
義
、
国
民
三
義
を
こ
え
て

闘
お
う
。
現
在
、
完
全
黙
秘
で
闘
い
ぬ

い
て
い
る
沖
膏
同
三
戦
士
と
智
村
さ
ん

を
奪
還
し
、
B
・
15
集
会
に
紬
集
し
、

批
准
阻
止
闘
争
の
く
中
間
V
総
播
を
な

し
き
り
、
共
同
闘
争
の
発
展
を
克
ち
取

っ
て
い
こ
つ
。
沖
縄
人
民
の
経
済
生

浩
、
団
結
、
梶
利
、
文
化
共
同
体
を
破

坂
す
る
仰
編
返
還
そ
の
も
の
を
粉
砕
し

て
い
く
闘
い
は
、
決
し
て
『
批
准
』
に

よ
っ
て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
今
か
ら

の
本
格
的
な
日
帝
と
の
対
決
と
し
て
但

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

集
会
は
、
譜
団
体
の
発
.爵の
あ
と
、

自
由
訂
論
と
い
う
形
で
相
互
に
酒
発
に

行
な
わ
れ
、
沖
共
闘
を
更
に
飛
躍
さ
せ

ん
と
す
る
意
気
が
十
分
に
う
か
が
え

た
。発

6
し
た
団
体
は
次
の
と
お
り
。

「尖
閣
」
列
島
の
略
奪
を
阻
止
す
る
闘

争
委
、
全
都
・
神
奈
川
狭
山
差
別
裁
判

糾
弾
共
闘
会
護
、
立
川
基
地
徹
去
反
軍

行
動
委
、
多
鰯
地
区
反
戦
、
噌
部
地
区

叛
軍
、
冨
村
裁
判
闘
争
連
絡
会
議
、
東

水
労
労
研
、
補
田
地
区
破
防
法
裁
判
を

喜
冗
る
会
、
10
.
h
月
闘
争
被
告
団

(貫
徹
粗
)
、
稟
崇
地
区
反
戦
(午
代

田
地
区
)
・
婁

τ
寡

養

骨

プ
ロ
統
派
系
)
、
月
本
反
帝
戦
線

(戦

旗
派
系
)
、
全
郵
反
軍
田
主
義
育
掌
共

コ

闘
会
議
(フ
ロ
ン
ト
派
系
)
。

以
上
の
討
麓
を
う
け
て
、
総
括
討
論

と
し
て
、
目
照
地
区
沖
共
閾
、
和
泉
地

鰻
蟹
難
鋸
毅

の
浜
口
氏
が
、
次
の
よ
う
に
訂
諭
の
ま

と
め
と
方
針
提
超
患
行
な
っ
た
。

ヨ
差
的
に
華

る
星
沖
盤

還
と
、
自
衛
隊
派
兵
に
対
し
、
沖
共
闘

は
、
遺
渡
的
な
限
界
を
孕
み
つ
つ
も
、

全
力
を
も
っ
て
組
織
展
開
を
な
し
て
き

た
。
全
国
全
共
闘
、
全
国
反
戦
の
覚
派

遷
合
と
し
て
の
路
線
的
あ
い
ま
い
さ
の

下
に
腐
敗
が
虚
行
し
た
こ
と
を
歴
更
的

な
教
酬
と
し
て
痛
昔
に
ζ
つ
兀
か
え
し

協
尼
不
澗
派
、
や
り
な
お
し
憂
求
派
お

よ
び
、
そ
の
尻
噸
し
部
隊
ζ
し
て
め
革

共
同
両
派
を
粉
砕
し
て
、
返
還
の
総
路

採
と
対
決
嚢

瑠

争
の
全
国
農
開

に
、
わ
れ
わ
れ
は
}
尼
程
麗
、
成
功
し

て
き
て
い
る
。
更
に
、
沖
共
闘
の
地
区

的
強
化
を
か
ち
と
り
、
直
下
に
進
行
す

る
返
選
攻
撃
を
粉
砕
し
て
い
}ぢ
。

当
面
の
方
針
を
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ

う
に
提
起
し
た
い
。
十
二
月
八
B
、
公

聴
会
粉
砕
闘
争
に
む
け
て
、
沖
共
闘
と

し
て
の
穴
衆
柵
置
を
下
数
簿
屋
櫓
一
帯

に
わ
た
っ
て
行
な
う
。
十
}
日
、
沖
親

公
用
地
抵
案
、
闘
遮
国
丙
法
案
粉
砕
を

か
か
げ
て
芝
公
園
に
結
集
し
、
政
治
中

枢
へ
む
け
笑
力
闘
学
を
農
開
し
志
つ
。

さ
ら
に
、
十
軍
日
、
沖
青
同
独
自
の
組

織
展
開
と
し
て
行
な
わ
れ
る
沖
縄
政
治

集
会
に
決
定
的
に
迦
帯
し
、
あ
ら
ゆ
る

地
区
、
学
園
、
職
場
か
ら
、
圧
倒
的
に

結
集
し
よ
う
。
ま
た
、
二
十
三
日
に

は
、
協
定
批
准
の
自
然
承
認
を
畏
後
ま

で
許
さ
ず
、
遼
還
粉
砕
・
派
兵
阻
止
の

闘
い
を
闘
い
抜
こ
う
。
」月
五
日
に

は
、
佐
藤
訪
米
を
現
地
羽
田
で
阻
止

韓
国
、非
常
事
態
を
自呈
目

韓
国
の
朴
正
煕
大
統
領
は
く
日
午
前
国
家
井
常
事
態
を
宣
日
し
た
。
窟
昌
文
に
お
い
℃
は
、
韓
国
政
府
は
最
近
の
中

国
の
国
運
加
入
を
は
し
め
と
す
る
国
際
槽
勢
の
急
変
と
、
そ
れ
が
朝
算
牛
島
に
及
ぼ
す
影
響
、
北
朝
鮮
の
「
戦
争
準
備

」
に
対
応
す
る
た
め
、
韓
国
が
女
全
保
障
上
璽
大
な
時
点
に
立
っ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
奥
体
的

に
は
、
Φ
政
府
施
策
で
の
国
家
女
保
の
最
優
先
②
寮
保
上
の
弱
点
兀
る
危
て
の
位
会
不
女
要
素
を
排
除
③
安
保
餉
議
に

閲
す
る
言
論
稀
制
④
全
国
民
は
繁
保
上
の
資
務
遂
行
に
忠
笑
た
る
こ
と
⑤
女
保
を
土
と
す
る
新
価
億
理
蔵
の
全
国
民
的

磯
立
⑥
最
悪
事
態
に
は
自
由
の
「
部
を
留
保
す
る
決
意
i

の
六
項
目
を
強
調
し
て
い
"勾

し
、
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
会
議
を
は
し
め

と
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
反
革
命
的

な
国
際
連
帯
を
粉
砕
し
よ
つ
。

沖
共
闘
と
し
て
の
反
弾
圧
戦
線
も
、

沖
膏
同
三
戦
奪
還
の
闘
い
を
は
し
め

と
し
て
、
沖
共
闘
救
対
、
弾
対
の
組
織

を
う
ち
固
め
よ
つ
。

沖
共
闘
を
こ
の
よ
う
な
闘
い
の
中
か

ら
さ
ら
に
強
固
な
共
同
闘
争
機
関
と
し

て
飛
躍
さ
せ
、
日
ム
階
級
闘
争
の
展
望

を
翼
に
切
り
拓
い
て
い
こ
う
で
は
な
い

11・30

か
。
」

こ
の
ま
と
め
と
、
力
針
提
起
を
、
墾

加
者
全
員
の
圧
劉
的
な
拍
手
で
確
認

し
、
イ
ン
タ
ー
を
台
賜
し
て
集
会
は
終

了
し
た
。

十
九
日
i
二
十
四
日
の
批
樒
阻
止
闘

争
を
闘
い
抜
い
た
後
、
中
聞
耗
括
期
を

へ
て
、
再
度
、
返
還
粉
砕
の
隊
列
が
再

整
傭
さ
流
た
も
の
と
し
て
、
こ
の
集
△A

「は
、
大
き
な
成
果
を
お
さ
め
た
と
い
え

る
だ
る
つ
。

沖
共
闘
、
礫
川
で
総
決
起

中
核
派
に
ま
た
集
会
禁
止

十
一月
三
十
日
、
」総
評
を
中
心
と
す

る
沖
縄
返
還
協
定
批
准
反
対
統
一行
動

が
行
わ
れ
た
が
一
方
沖
共
闘
は
礫
川
公

面
に
約
四
百
名
の
労
働
者
、
学
生
を
集

め
て
総
決
起
桑
会
を
行
な
っ
た
。

反
軍
連
絡
会
議
、
入
管
体
制
粉
砕
東

京
遮
絡
会
議
、
神
田
地
区
破
防
法
裁
判

を
支
え
る
会
、
爽
京
反
戦
、
「
尖
閣
」

列
島
の
略
奪
を
阻
止
す
る
闘
争
委
、
和

泉
地
区
反
軍
行
動
委
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ

れ
、
批
准
阻
止
闘
争
の
現
段
限
を
ふ
ま

え
て
発
盲
し
た
。

沖
膏
同
は
、
十
二
月
十
五
日
に
霞
定

し
た
「沖
縄
政
治
集
会
」
の
準
備
の
た

め
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
沖
共

闘
亭
務
局
が
か
わ
っ
て
の
呼
び
か
け
の

ビ
ラ
を
次
の
よ
う
に
続
み
あ
げ
た
。

「我
々
沖
青
同
は
沖
縄
青
年
独
自
の

闘
い
を
貢
徹
し
っ
っ

返
還
粉
砕
派
の

沖
共
闘
の
旗
の
下
、
闘
う
日
本
人
民
と

の
共
同
闘
亀
を
闘
い
抜
い
て
き
ま
し

た
。
そ
の
成
果
を
踏
き
乳
て
、
我
を
の

闘
う
沖
縄
人
と
し
て
の
返
邊
粉
砕
の
立

場
と
闘
う
方
向
性
を
捷
起
し
、
そ
し

て
、
「本
土
」
の
闘
う
藷
団
体
、
個
人

か
ら
の
提
起
を
う
け
交
流
し
、
階
級
的

連
帯
、
団
結
を
固
め
、
富
村
氏
・
三
戦

士
奪
還
の
闘
い
を
共
に
進
め
て
い
く
た

め
の
12
・焉
集
会
(主
催
・
沖
青
同
、

共
催
.
沖
共
闘
ほ
か
、
於
・
立
教
大
タ

ン
カ
ー
ホ
ー
ル
)
を
呼
び
か
け
ま
す
.」

つ
づ
い
て
事
務
局
か
ら
、
+
二
月
五

日
の
沖
共
闘
総
決
起
集
会
、
同
じ
く
五

日
の
保
安
処
分
粉
砕
全
国
共
闘
結
成
大

会
が
提
起
さ
れ
た
後
、
全
学
連
中
執

(内
城
委
員
長
旨
プ
ロ
統
派
系
)、全
都

反
軍
国
王
義
青
学
共
闘

(フ
ロ
ン
ト
派

系
)
、
日
本
反
帝
戦
線

(戦
旗
派
系
)

が
そ
れ
ぞ
れ
沖
共
闘
の
強
化
を
か
ち
と

っ
て
い
く
旨
の
発
言
を
行
な
い
、
圧
倒

的
な
数
の
橿
動
隊
の
弾
圧
を
受
け
な
が

ら
、
日
比
奇
公
園
ま
で
の
デ
モ
に
唱
発

し
た
。

な
お
、
申
核
派
系
の
集
会
は
、
屋

外
、
屋
内
と
も
禁
止
と
い
う
不
当
な
措

置
の
前
に
開
か
れ
な
か
っ
た
。

11
月
鈴
日
、
大
阪
の
国
民
会
館

に
お
い
て
、
「
総
会
粉
砕
」
の
車

命
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
チ
ノ
ソ

株
主
総
会
を
め
ぐ
る
闘
い
が
、

「
水
僕
病
を
告
発
す
る
会
」
の
戦

闘
的
郎
分
を
中
心
と
し
て
、
闘
い

抜
か
れ
た
。
今
回
の
総
会
介
入
に

お
い
て
持
徴
的
に
見
ら
れ
た
事
笑

は
、
告
発
す
る
会
の
南
民
性
に
規

し
ょ
く
し
、
闘
争
の
階
級
的
発
展

を
求
め
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
と
言
え
よ
う
。
現
在
、
水
俣
病

を
告
発
す
る
闘
争
は
、
あ
く
ま
で

患
者
支
援
の
立
場
を
貫
き
、
市
民

運
動
的
範
ち
ゅ
う
の
申
で
闘
争
を

お
し
薩
め
よ
う
と
す
る
部
分
と
、

自
ら
の
日
常
性
を
問
い
つ
め
る
中

で
愚
雷
と
の
連
帯
を
求
め
よ
う
と

チ
ッ
ソ
総
会
に
介
入

「
告
発
す
る
会
」
の
止
揚
へ

足
さ
れ
た
扁
会
に
対
す
る
期
待
を

「幻
想
」
と
見
な
し
、
総
会
の
ブ

ル
ジ
」
ア
的
本
質
を
見
す
え
る
中

で
、
「
総
会
粉
砕
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
の
も
つ
意
横
は
、
国
家

栂
力
機
動
隊
の
暴
力
的
対
応
が
逆

接
的
に
象
徴
す
る
よ
う
に
、
患
者

に
対
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
払

少
0
、
階
級
的
に
突
出
し
た
鄙
分

と
に
ガ
解
し
つ
つ
あ
り
、
今
回
の

闘
争
の
総
括
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
混
迷
が
予
想
さ
れ

る
。
な
お
、
機
動
隊
の
暴
力
的
対

応
に
よ
っ
て
総
会
介
入
に
お
い
て

始
め
て
七
名
の
不
当
逮
捕
者
を
出

し
た
。

胃

,

=

誉

♂

一

F
㌦

亨

=覧

守

「

轟

茎言

㍉
き

曇

圧呂

モ

壱

τ等

写

邑

曹置
u

十
一
月
、
批
准
鷹
止
運
続
闘
争

以
降
、
政
府
i
政
沽
警
察
な
粧
藤

肯
相
の
直
援
指
導
の
下
、
実
質
的

な
破
防
法
部
分
趣
用
(五
条
、団
体

活
動
制
限
ー
甲
核
派
に
対
す
る
半

月
に
十
五
件
に
も
わ
た
る
築
会
・

デ
モ
茨
止
、
松
尾
君
へ
の
四
十
条

適
用
)
獄
中
で
の
十
二
月
留
置
規

則
改
定
に
よ
る
拷
間
体
制
の
確
立

を
は
し
め
、
入
衆
運
勤
に
お
い
て

も
¥
デ
モ
隊
の
完
全
包
囲
・
歩
遭

完
全
湖
圧
に
よ
る
市
民
大
衆
と
の

狂
気
の
分
断
攻
霧
、
な
ど
で
革
命

派
の
組
織
破
壊
を
目
的
に
破
防
法

ー
反
芭
命
弾
圧
体
制
を
強
化
さ
せ

て
い
る
。

他
方
、
刑
法
改
止
も
」い制
審
が

貝
体
案
を
提
七
し
法
律
段
階
で
も

破
防
法
-
女
保
体
制
が
確
立
さ
れ

ん
と
し
て
い
る
。
今
や
、
政
治
組

織
の
非
合
法
化
も
言
め
た
反
弾
圧

戦
線
の
飛
躍
的
拡
大
が
要
爵
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
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留
置
規
則
を
改
定

拷
問

・弾
圧
体
制
が
強
化

警
察
月
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
彼
疑

斉
留
副
規
則
を
改
定
し
施
行
を
強
行
し

た
。
こ
れ
は
十
月
二
十
八
日
、
国
家
公

'
安
委
員
会
で
了
承
さ
れ
た
も
の
。

改
定
点
は
、
Φ
被
疑
者
へ
の
夢
し
人

れ
は
警
察
指
定
業
者
以
外
か
ら
は
で
き

な
い
。
②
さ
し
入
れ
の
分
量
は
㎝
人
一

回
分
に
か
ぎ
る
。
③
被
疑
者
が
あ
は
れ

た
り
騒
い
だ
り
す
る
場
合
は
防
潤
貝

・
鎮
静
衣
を
梗
用
す
る
、
の
三
点
。

決
定
条
項
は
二
十
条
と
三
十
一条
で

二
十
条
で
は
「
使
用
で
き
る
戒
具
」
を

「手
鍵
。捕
じ
ょ
う
等
」
を
、
具
体
的
に

「Φ
手
錠
②
捕
じ
ょ
う
③
防
声
鼻
④
鎮

静
衣
」
と
示
し
拡
入
し
た
、
三
+
一
条

に
は
「
糧
食
の
薄
入
れ
お
よ
び
自
弁
購

入
は
、
特
別
の
事
構
の
あ
る
場
合
を
除

き
、
警
察
轡
が
指
定
ず
る
業
壱
が
調
郵

ま
た
は
取
扱
う
も
の
で
か
つ
警
察
盟
長

が
定
め
る
種
類
お
よ
ひ
分
量
に
よ
っ
て

σ
な
わ
せ
る
も
の
と
ゲ
④
」
と
の
項
が

つ
け
加
え
ら
れ
た
、

三
里
塚
空
港
第
二
次
強
制
代
執
打
阻

止
闘
争
の
中
で
、
公
然
と
開
始
さ
れ
た

リ
ン
チ
と
拷
間
は
、
留
置
規
制
改
定

に
よ
っ
て
「
寛
大
す
ぎ
る
の
は
本
人
の

た
め
に
な
ら
獄
い
」
と
口
い
つ
つ
、

「
披
疑
省
」
の
九
た
か
い
を
公
侭
と
圧

殺
せ
ん
と
す
る
に
至
っ
た
.
接
見
妨
8

と
相
ま
っ
た
差
し
入
れ
の
規
制
は
、
留

置

翻

馨

灘

鍍

麸

籠

璽

今力で阻止
せね。

松
尾
君
起
訴
さ
る

破
防
法
四
十
条
三
号
で

劇
状
胞
フ
検
察
庁
は
二
団
、
先
月
十

日
に
不
コ
逮
捕
し
た
松
尾
全
拷
速
委
員

疑
(中
核
派
系
)
を
、
破
壇
盾
動
防
止

法
四
十
条
三
月
違
反
(政
暫

日的
の
た

め
に
凶
器
を
も
っ
て
公
務
執
行
を
妨
宮

手
名
に
対
し
、
「武
醤
し
て
た
だ
ち
に

国
会
へ
猛
進
羅
し
ょ
う
で
は
な
い
か
」

と
演
説
し
た
。
と
通
べ
て
い
る
。

破
防
法
遂
反
で
起
訴
さ
れ
た
の
は
、

醐
耳
4
・
お
闘
争
に
関
し
て
の
共
産
同

さ
ら
ぎ
徳
二
氏
、
革
共
同
(申
核
派
)

本
多
延
嘉
氏
な
ど
五
名
(四
十
条
)
と

お
年
U
月
の
大
普
薩
闘
争
で
逮
捕
さ
れ

た
共
産
同
赤
軍
派
塩
見
孝
也
氏

(三
十

九
粂
)
と
に
玩
き
、
七
人
目
で
あ
る
。

●

こ
う
し
た
個
々
の
法
文
上
の
被
泌
法

適
用
に
と
ど
ま
ら
ず
実
体
的
な
破
防
法

体
制
は
、
無
制
限
の
検
閲
、
集
会
・
デ

モ
全
回
禁
止
措
置

(破
防
法
五
条
)
に

よ
っ
て
加
躍
的
に
弦
化
ヒ
れ
て
い
る
.
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保安処分粉砕全国共闘

結成大会中止さる
●

硬
保
女
処
分
粉
砕
全
関
西
共
闘
会
議
お

よ
び
、
全
関
東
共
闘
準
備
会
を
中
心
と

し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
全
国
共
闘
会
議

の
結
成
は
、
十
二
月
四
日
覆
の
全
国
活

動
者
会
藷
が
開
催
で
き
な
い
事
態
に
お

ち
い
り
、
予
定
さ
れ
た
五
日
+
一時
に

な
っ
て
も
打
開
で
き
な
い
ま
ま
、
大
会

は
中
止
さ
れ
、
東
大
病
院
北
病
榛
ホ
ー

ル
で
、
全
国
交
済
集
会
と
し
⊂
、
莉
七

百
名
を
集
め
て
開
か
れ
た
、

こ
れ
に
先
だ
っ
て
三
日
、
四
日
と
医

学
運
大
会
が
開
催
さ
れ
、
「
録
起
戦
争

派
」
系
が
医
学
連
中
執
を
固
め
た
。

全
国
共
闘
の
事
務
局
長
に
は
、
こ
の

医
学
連
委
員
長
の
山
本
君
が
推
せ
ん
さ

れ
て
お
り
、
四
日
の
全
国
活
動
青
会
議

も
、
山
本
君
が
招
集
す
る
形
に
な
っ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
共
産
同
内
覚
派
闘コ

争
上
、
「蜂
起
戦
争
派
」
と
対
立
関
係

に
あ
る
共
産
圃
戦
旗
派
が
従
来
、
保
安

処
分
闘
争
を
全
く
担
っ
て
い
な
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
山
本
君
の
出
席
を
阻

止
す
る
形
で
四
日
の
全
国
活
会
の
席
に

登
場
し
た
た
め
、
医
学
運
系
の
活
動

家
、
お
よ
び
糟
医
研
を
は
じ
め
と
す
る

団
体
は
、
活
会
に
現
わ
れ
な
か
っ
た
。

「
九
六
二
年
以
来
、
八
年
半
に
わ
た
り
「刑

法
全
圖
改
正
」
に
関
し
て
検
訂
を
続
け
て
き
た

法
制
響
罐
会
刑
事
法
特
別
部
会
(小
野
滴
一
郎

会
長
)
は
、
二
十
九
日
、
第
三
十
回
全
体
会
議

を
開
き
、
「
全
面
改
正
の
必
要
性
」
を
多
数
に

よ
り
確
認
す
る
と
と
も
に
、
答
申
原
案
を
最
終

的
に
確
定
し
た
.
こ
の
結
果
こ
の
答
申
原
案
は

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

公
開
さ
れ
た
答
串
原
案
は
基
本
的
に
は
一九

四
十
年
に
で
き
た
改
正
刑
撞
仮
集
、
一九
六
一

年
に
ま
と
め
ら
れ
た
改
正
刑
注
準
備
草
案
の
流

れ
を
受
け
継
い
で
お
り
従
来
の
「
応
報
刑
」
理

論
を
脅
チ
と
し
つ
つ
も
、
不
疋
期
刑
、
保
安
処

分
の
導
入
な
ど
「教
育
刑
」
理
論
を
く
み
い
れ

質
に
よ
る
嘱
罠
」
岬
・
「
企
業
機
密
漏
示
」
罪

の
新
設
、
ヒ
し
て
保
安
処
分
の
新
設
な
ど
、
総

則
・
各
則
に
わ
た
っ
て
反
革
命
的
規
定
が
ぐ
わ

え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
刑
法
改
正
・
保
安
処
分
新
設
に
対
し

で
、
六
月
に
は
精
神
神
経
学
会
に
お
い
て
「保

安
処
分
新
設
反
対
」
の
決
議
が
あ
が
っ
た
の
を

保
安
処
分
闘
争
を
早
く
か
ら
呼
び
か

、
各
大
掌
精
医
研
を
中
心
に
一
定
程

度
の
全
国
的
展
開
を
行
な
っ
て
き
た
医

学
連
系
の
部
分
を
ぬ
き
に
は
全
国
共
闘

の
結
成
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
事
檎
か

ら
、
活
会
も
流
れ
つ
い
に
、
結
成
大
会

申
止
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
も
の
.

結
局
、
五
日
は
、
北
海
遂
か
ら
九
州

ま
で
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
結
集
し

た
運
動
体
を
あ
つ
め
て
、
「
交
流
集

会
」
と
し
て
集
会
が
行
わ
れ
に
が
、
共

産
同
戦
旗
派
の
績
成
大
会
の
破
壌
を
厳

し
く
弾
劾
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
覚
派
闘
争
の
も
ち

こ
み
に
よ
っ
て
全
国
的
な
結
合
を
破
壊

こ
れ
て
し
ま
っ
に
保
女
処
分
粉
砕
の
戦

線
の
運
れ
と
不
+
分
さ
を
屯
検
し
、
遜

ず
全
国
共
闘
の
精
成
を
か
ち
と
っ
て
い

つ
ね
ば
な
b
な
い
だ
ろ
う
、

(
詳
細
次
号
)

す
る
讃
の
扇
効
)
で
起
訴
し
た
。

起
訴
状
は
、
+
月
二
+
一
日
疫
、
日

比
谷
公
園
で
の
沖
縄
返
還
協
定
助
彪
阻

止
・
自
衛
隊
沖
縄
派
兵
阻
止
中
曳
総
決

起
集
会
の
中
で
、
学
生
、
労
働
者
約
六

永
田
さ
ん
が
死
亡

11
・14
闘
争
機

動

隊

の
暴

行
で

十
】月
二
十
七
日
未
明
、
大
阪
府
吹

田
市
立
膏
山
台
中
学
校
教
諭
、
永
田
典

子
さ
ん

(二
十
七
才
)
が
死
亡
し
た
こ

と
が
、
二
十
九
日
夜
の
革
共
同
(中

核
派
)
の
妃
者
会
見
で
発
表
さ
れ
明
ら

か
と
穴
っ
た
。

泳
田
さ
ん
は
同
派
果
の
商
勤
豪
で
、

11
。
14
闘
争
当
日
演
谷
駅
二
番
ホ
ー
ム

で
機
勤
隊
と
衝
突
し
〉
機
動
隊
員
に
突

飛
は
さ
れ
た
は
ず
み
に
火
焔
ビ
ン
が
落

ち
て
燃
え
あ
が
り
、
全
身
に
欠
ヤ
ケ
ド

を
負
っ
た
、
病
院
で
手
当
て
を
受
け
て

い
た
が
、
急
件
肺
炎
と
急
楼
心
爪
全
を

併
発
し
死
亡
し
た
と
い
う
.

中
核
派
は
近
く
永
田
さ
ん
の
追
悼
簗

.胃を
開
く
と
と
も
に
、
機
動
隊
に
よ
る

忠
殺
糾
弾
の
闘
い
を
展
開
す
る
方
針
。

樺
異
智
子
さ
ん
以
来
、
直
接
権
ヵ
に

よ
.㊨十
人
目
の
犠
牲
密
で
あ
る
永
田
興

ナ
さ
ん
の
死
が
、
機
動
隊
の
暴
行
に
よ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
こ
の
こ
と
皆
断
乎
糾
弾
す
る
き
同
時

に
、
永
田
さ
ん
が
女
教
論
で
あ
る
こ
と

や
、
十
】
月
闘
争
で
の
不
当
遠
抽
壱
の

中
に
女
教
諭
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

も
っ
て
、
マ
ス
コ
ミ
が
ゆ女
教
論
の
軽

率
な
行
勃
ψ
を
い
ま
し
め
る
と
い
う
主

旨
の
キ
ャ
ン
ベ
r
ン
を
く
り
ひ
ろ
げ
て

い
る
こ
と
を
強
く
蝿
劾
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

字
句
の
手
直
し
な

ど
事
務
的
蟄
雌の

の
ち
、
来
年
晶
月

ご
ろ
に
予
定
さ
れ

て
い
る
法
制
審
噛

会
総
会
に
報
告
さ

叢
難
懸
鑛

れ
た
の
ち
、
法
務
省
へ
提
出
さ
れ
る
。

刑
法
全
面
改
正
の
動
き
は
、
大
正
十
灯
以
来

の
も
の
で
、
世
界
各
国
に
お
け
る
刑
法
改
疋
運

動
ー
フ
ァ
シ
ズ
ム
刑
法
1
と
呼
応
し
つ
つ
、
す

す
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
帝
国
主
義
段
階
に

お
け
る
階
級
攻
防
戦
の
激
化
、
社
会
不
々
の
生

成
に
対
し
て
「
社
会
防
衛
的
」
側
面
を
強
化
せ

つ
つ
枕
会
防
衛
的
色
彩
を
色
濃
く
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
共
謀
共
同
正
狛
に
関
す
る
規

足
・
不
遣
期
刑
の
導
く
・
国
父
に
関
す
る
罪
・

八
霧
貝
の
機
密
扁
洩
罪
・
刑
務
所
で
の
集
団
的

ロ
勤
に
関
す
る
罪
な
ど
の
新
し
い
処
罰
規
定
の

新
設
、
騒
動
予
備
罪
・
ハ
イ
ノ
ヤ
ノ
ク
へ
の
規

定
な
ど
の
新
し
い
型
の
狙
罪
処
罰
規
定
、
「人

は
じ
め
、
全
国
に

お
い
て
反
弾
圧
、

医
療
、
福
祉
、
法

律
関
係
の
各
階
層

を
包
ん
だ
戦
線
ー

保
安
処
分
粉
砕
共

闘
が
檎
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
今
秋
闘
争
の
激
烈

な
展
開
に
対
し
、
国
家
権
力
は
実
質
的
な
破
防

圧
体
制
を
も
っ
て
弾
圧
を
く
わ
え
つ
つ
あ
り
、

刑
法
改
正
に
対
決
す
る
戦
線
を
、
破
防
法
体
制

粉
砕
、
反
革
命
国
民
統
合
を
粉
砕
す
る
闘
い
と

し
て
構
築
し
て
ゆ
く
こ
と
が
要
謂
さ
れ
て
い

る
。

七
一
年
秋
の
闘

争
の
な
か
で
、
今

は
ま
だ
エ
ピ
ソ
ー

ト
の
城
に
留
ま
る

に
し
ろ
、
階
級
攻

防
戦
の
持
徴
印
現
象
を
わ
れ
わ
れ
は

発
見
す
る
。
何
ら
の
内
的
必
餐

を

個
々
の
人
称
の
な
か
に
保
持
す
る
こ

の
で
き
ぬ
夕暴
力
4
装
置
、
警
察
目

の
自
壊
琿
象
で
あ
る
▼
第
七
機
動
隊

の
隊
員
は
同
僚
を
射
殺

(ち
な
み
に

あ
れ
は
「
偶
発
事
」
で
は
な
～
喧
彫

で
あ
る
。
椎
力
と
マ
ス
コ
ミ
の
隠
蔽

に
閑
さ
れ
ぬ
よ
う
に
)
。
あ
る
イ
ヌ

は
、
見
知
ら
ぬ
家
へ
乱
入
し
て
老
人

を
撲
り
殺
し
た
上
、
裸
で
寝
て
い
た

(こ
れ
も
似
か
よ
っ
た
部
屋
に
誤
っ

て
「帰
っ
た
」
の
で
は
な
い
。
彼
は

自
室
ま
で
送
り
届
け
て
も
ら
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
。
だ
い
い
ち
、
老
人
を

つ
か
ま
え
て
「
女
屠
が

・」
な
ん
て

維
が
思
う
。
糧
力
と
マ
ス
コ
ミ
の
嘘

に
騨
さ
れ
ぬ
よ
う
に
)
。
さ
て
、
わ

が
川
端
署
の
警
備
課
、
ノ
ン
ヘ
ル
、

無
防
備
の
小
人
数
の
デ
モ
に
「全
員

検
挙
」
の
樗
令
の
狂
乱
ぶ
り
も
も
の

か
わ
、
タ
ク
ソ
ー
の
運
転
手
を
ひ
き

つ
り
お
ろ
し
て
暴
行
、
派
出
所
に
連

行
し
て
、
テ
メ
エ
が
ワ
ノ
パ
を
か
け

ら
れ
る
の
は
お
粗
未
▼
傑
作
な
の

は
、
い
ず
れ
も
理
由
が
「
連
日
の
デ

モ
警
柵
で
疲
れ
て
・」
、
.自い
訳
が

「
警
宮
も
人
聞
だ
か
ら
」
り
ふ
ざ
け

ん
ナ
。
番
犬
は
二
十
四
時
聞
頑
張
っ

て
る
ヨ
。
イ
ヌ
な
ら
イ
ヌ
ら
し
く
や

れ
。
せ
れ
が
嫌
な
ら
、
野
良
イ
ヌ
に

な
れ
は
い
い
だ
け
で
は
な
い
か
、
安

月
給
の
う
え
、
懲
戒
免
職
じ
ミ

退

職
金
は
な
し
、
再
蔚
職
は
ガ
ー
ド
マ

ン
ぐ
ら
い
し
か
な
い
ヨ
、
イ
ヌ
コ
ロ

諮
君
。
誰
も
数
年
来
の
う
ら
み
、
つ

ら
み
、
8
り
わ
け
こ
の
十
}月
の
ア

ン
タ
違
の
暴
膚
の
数
々
忘
れ
は
し
な

い
。
階
級
岡
争
は
S
M
ご
っ
こ
じ
ゃ

な
い
の
だ
か
ら
▼
正
月
休
み

(休

め
る
か
ど
う
か
保
証
し
て
や
ら
な
い

が
)
に
ゆ
っ
く
り
考
え
て
「依
頼
退

職
」
を
決
意
し
て
は
い
か
が
、
わ
が

狂
犬
諸
君
。
い
い
し
ゃ
な
い
の
、
君

ひ
と
り
ぐ
ら
い
、
佐
藤
も
後
藤
田
も

困
り
は
し
な
い
ヨ
。
次
会
う
と
き

は
、
僕
た
ち
も
っ
と
し
つ
こ
く
な
っ

て
い
ま
す
か
ら
。

(猫
)
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猪
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潤
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・
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仁
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奈
日
本
学
焦
法
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
+

八
回
(再
廻
)
大
会
が
、
十
「
月
二
十

七
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て
、
禰
奈
川

大
学
に
お
い
て
、
+
七
大
学
二
+
サ
ー

ク
ル
を
結
集
し
て
、
鍾

の
う
ち
に
行

な
れ
れ
た
。

二
十
七
日
【
時
か
ら
、
大
会
実
行
委

員
長
の
墾
瓜
き

(補
漿
川
大
≠
生
淳
学

き
の護

嚢

明があ

っ覆

、
毒

と
りわ
け

法
学
讐

筋
垂

逓
し
て

再
建
全
日
法
ゼ
ミ
の
賂
壕
を
磯
定
し
て

いくこ糞

命
日
法
ゼ
ミ
が
第
十
六
回
、
第
十
ヒ

回
大
会
を
全
菱
闘
這
動
の
島
揚
の
中
で

大
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ

と
は
、
「理
論
と
実
践
の
二
元
蟷邑

、

つ
ま
り
「科
孕
的
認
識
を
お
こ
な
つ
た

め
、
そ
の
限
り
で
の
契
践
」
と
い
う
限

界
と
し
て
輪
括
さ
れ
た
。
こ
れ
は
日

る

共
系
の
「
法
体
系
二
兀
諭
」
に
灯
し
て

あ
っ
た
全
日
法
ゼ
ミ
の
「
反
フ
ァ
ン
ズ

ム
法
学
力
法
諭
」
が
、
「静
蹄
分
析
」

が
異
な
る
だ
け
の
民
ヂ
的
イ
ン
テ
リ
ゲ

ン
チ
ャ
遅
動
の
「
つ
に
ず
ぎ
な
か
っ
た

こ
と
の
自
己
批
判
で
あ
っ
た
。

矛
大
現
政
研
・
現
汰
研
、
同
志
村
人

同
法
会
、
東
大
現
法
研
な
ど
の
発
ゴ
を

う
け
、
「
令
共
闘
迎
動
-
費
保
決
戦
を

法
闘
委
運
動
の
総
括
ふ
ま
え

経
験
し
た
人
間
が
、
再
博
、
專
門
領
載

に
自
ら
を
位
鰍
づ
け
、
そ
れ
に
屠
直
る

の
で
は
な
く
、
璽
門
を
限
界
的
に
確
認

し
な
が
ら
、
そ
の
上
で
、
そ
の
直
域

臆
法
を
磁
し
て
の
闘
い
に
関
わ
っ
て

い
く
こ
と
」
の
意
競
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、
再
嬉
全
日
法
の
基
本
的
な
路
線
と

し
て
窟
志
一
致
し
た
。

総
鵠
テ
ー
マ
と
し
て
「
七
+
仕
代
に

ロ

お
け
る
法
の
支
配
」
を
設
足
し
た
こ
と

の
意
味
は
、
「
法
体
系
の
全
面
的
な
改

編
」
に
理
諭
的
に
も
実
践
的
に
も
貞
任

を
も
っ
て
対
決
し
て
い
≦
」と
に
ほ
か

々
ち
な
い
こ
と
震

明
に
し
て
、
こ
の

日
の
釘
諦
を
、
第
二
日
目
の
法
争
力
法

諭
の
総
活
財
論
へ
と
馨

つ
い
で
い
っ

た
。払

学
ゐ
仏
論
の
討
論
で
は
、
同
ム
組

』〈
岡
法
会
、
人
経
大
法
宇
研
死
部
、
日

入
泓
尼
人
み
。
押
湿
研
に
ょ
り
でれ
そ
れ

提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
を
甲
心
に
議
事

が
す
f
め
ら
れ
、
「澄
P句
世
界
観
」

埠
趙
党
せ
ん
と
す
る
地
点
か
ら
一
人
間

の
内
凹
の
稼
卜
警

め
た
法
笛
織
」

の
把
握
卦輩

を
灯
な
っ
て
い
く
と
い

う
基
侭
鴎
な
同
題
帝
識
を
確
認
し
合
っ

た
。令

日
払
ゼ
ミ
肖
建
に
結
集
し
た
げ
ー

ク
ル
が
、
全
欺
闘
運
動
に
お
け
る
字
尚

ー
広
字
の
と
う
尻
か
え
し
の
中
か
ら
、

す
で
に
「
民
七
的
法
学
者
」
を
基
本
的

に
;
λ
て
、
総
体
的
な
社
会
羅

を
獲

得
せ
ん
と
し
て
苫
闘
♂
る
地
平
に
到
逮

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

第
三
日
目
は
、
各
諭
の
分
科
会
が
、

次
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
た
。

民
注
部
会

「
私
的
所
有
と
強
制
収

用
」

(
レ
ポ
ー
ト
枚
。
近
大
法
堪
@

労
働
伝

・
「
労
働
組
合
に
お
け
る
公

害
反
対
闘
争
の
π
態
」

(レ
ポ
ー
ト
政
・
法
人
労
り
路
)

刑
払
部
会

「
刑
法
改
正
と
傑
安
処

分
」(レ

ポ
ー
ト
杖
・神
奈
川
大
刑
事

学
研
・
基
礎
法
研
)

憲
法
恥
会
、
屡

法
郎
会

套

と
り
わ
け
、
刑
法
部
会
で
の
討
繭

は
、
刑
法
全
面
改
正
、
保
安
処
分
の
新

設
を
目
前
に
し
て
、
活
発
に
行
な
わ

れ
、
全
日
法
に
結
集
す
る
サ
ー
ク
ル

が
、
各
大
宰
に
お
け
る
刑
法
学
者
の
遺

及
等
を
通
じ
て
、
保
安
処
分
粉
砕
共
闘

結
成
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

最
終
日
の
四
日
目
は
、
大
会
の
総
括

と
し
て
の
総
論
の
ま
と
め
と
各
諭
分
科

会
の
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
申

で
、
再
建
全
日
法
ゼ
ミ
の
性
格
規
定
と

一大
き
く
関
係
寸
る
も
の
と
じ
て
、
法
学

方
法
諭
と
し
て
展
開
さ
れ
た
自
ら
の

法
領
域
に
お
け
る
間
題
窟
識
を
、
情
況

総
体
の
申
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
り
、

刑
凄

正
阻
止
闘
争
な
ど
を
通
じ
て

「
医
学
」
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
領
城

と
の
共
闘
を
も
追
求
し
つ
つ
、
鮮
明
に

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

刑
法
部
会
か
ら
提
起
さ
れ
た
「刑
法

改
正
ー
俣
安
処
分
に
反
対
す
る
ア
ビ
ー

ル
」
を
全
体
の
拍
手
で
採
択
し
た
あ

と
、
来
年
度
開
催
校
の
日
大
法
学
会
・

現
法
研
の
決
意
表
明
を
は
じ
め
、
麗
児

島
大
現
法
研
、
西
南
大
法
学
研
、
福
岡

大
法
律
研
、
名
城
大
法
理
研
、
中
京
大

法
研
、
愛
知
大
法
研
、
東
洋
大
法
研
、

明
治
大
法
ゼ
ミ
協
、
巣
北
大
現
法
研
、

な
ど
の
第
十
九
回
大
会
へ
む
け
て
の
力

強
い
決
廠
表
明
を
受
け
て
、
再
建
大
会

は
成
功
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

法
領
域
に
お
け
る
全
国
的
な
ウ
生
、

研
究
者
の
結
合
が
か
ち
取
ら
れ
、
法
闘

竃
隅
動
の
総
括
を
躍
ま
え
て
再
出
発
し

た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
だ
る
つ
。

精
神
病
院
の
腐
敗
を
弾
劾

11

・
28

十
一
月
一十
八
日
、
京
都
の
+
全
会

飛
の
三
糖
押
病
院
(菓
山
高
原
サ
ナ
ト

リ
ゥ
ム
、
双
岡
、
ビ
系
ル
)
に
お
け
る

嘗
者
虜
殺
、
膚
待
を
糾
弾
し
、
同
病
院

解
体
に
向
け
た
集
会
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
が
、
全
関
西
保
女
処
分
粉
砕

共
闘
、
桐
神
科
医
師
共
闘
、
患
壱
、
家

辻
君
(京
大
生
)
ら
死
亡

革
共
同
両
派
の
党
派
闘
争
で

十
二
月
四
日
、
午
削
七
時
蹟
、
関
西

大
学
-
払
文
争
禽
・
円
形
図
書
鯖
付
匠

で
、
中
核
派
と
革
マ
ル
派
の
克
派
闘
争

が
あ
り
、
こ
の
時
の
衝
突
で
中
核
派
の

学
生
二
名
が
金
身
打
僕
・出
血
多
量
で

思
を
引
き
と
っ
た
。

こ
の
二
名
は
、
京
大
生
(
工
学
部
四

回
主
)
の
辻
散
駒
君
と
同
大
生

Ω
仏≠

郎
五
回
生
)
の
正
田
二
鰯
君
で
あ
る
。

こ
の
事
件
は
、
車
共
同
両
派
間
の
「
超

の
克
派
闘
争
⊥
再
マ
ル
派
は
既
に
中
核

派
撲
滅
を
冠
貫
し
て
い
だ
ー
に
お
け
る

不
幸
で
あ
う
た
。

辻
笛
弩

六
八
廷大
阪
府
契

王
寺
高
校
酪
策
後
、
京
大
工
学
部
に
入

学
。
薩
ち
に
中
核
派
の
活
動
に
階
加
。

七
月
の
全
露
連

(中
核
派
系
)
大
会
で

マ
ル
'同
中
核
派
京
大
支
螂
に
多
加
。

十
一
月
神
戸
港
箪
事
使
用
反
対
闘
争
・

六
九
年
一月
葉
大
闘
争
(法
研
)
で
遮

捕
。
ま
た
二
月
以
降
の
京
大
闘
争
の
先

頭
で
闘
い
、
京
大
反
戦
会
韻
麟
髭
に
な

る
。
九
月
二
十
一
日
、
墓
入
時
計
台
死

守
闘
争
の
決
死
隊
畏
と
し
て
撒
底
抗

戦
を
貢
徹
・逮
掃
-
起
訴
さ
れ
三
ケ
月

半
に
わ
た
る
不
当
勾
圏
を
受
け
る
。
七

十
年
=一月
、
中
核
派
大
阪
府
悉
貧
会
畜

鵡
局
員
と
し
て
、
以
後
の
大
阪
の
学
生

運
動
を
指
導
。
八
月
に
は
革
共
同
に
加

盟
。
七
}
年
月
二
十
八
日
、
首
蔀
で
の

沖
糧
関
争
の
デ
モ
を
指
琿
し
遠
鋪
・
起

㌫
さ
る
。
十
月
、
マ
ル
学
同
中
核
派
副

委
員
長
に
な
っ
て
い
億

逮
捕
歴
四

回
・
起
訴
歴
二
副
。
往
什
二
十
ニ
オ
で

あ
っ
た
。

申
核
派
は
、
こ
の
亭
件
後
、
コ
反
革

命
皿
車
マ
ル
派
の
自
色
テ
ロ
を
許
さ

ず
、
撒
滅
す
る
」
と
竃
潜
し
て
い
る
。

辻
敏
明
君
の
死
は
、
文
字
皿
り
階
級

闘
争
に
お
け
る
承
尉
と
し
て
不
幸
な
死

で
あ
っ
た
。
党
派
闘
争
に
お
い
て
・
自

ら
の
発
展
の
条
件
に
他
な
ら
な
い
他
人

を
肉
体
的
に
抹
殺
曾
る
と
い
う
鶏
挙
は

蕪

級
の
。宗
派
闘
ヂ

と
し
て
断
乎
讐

れ
糞

は
なら

な
い
だ
る
兎

十
全
会
系
病
院

へ
攻
撃

放
な
と
白
各
を
結
桑
し
て
闘
わ
れ
た
。

十
全
会
系
病
院
は
京
都
の
「精
神
障

書
者
」
の
五
分
の
一
以
上
を
収
谷
し
て

い
る
。
六
十
九
年
柄
院
内
で
の
患
省
家

族
に
よ
り
告
発
さ
れ
(第
一
次
告
発
運

動
)
、現
在
、京
郡
地
検
に
お
い
て
唐
待

事
寒
の
明
白
な
三
医
師
へ
の
捜
査
が
続

け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
一次
の

告
発
遮
動
が

「
悪
穂
医
師
」
の
告
発

と
い
う
地
平
で
終
愚
し
て
い
っ
た
た

め
、
せ
の
後
、
十
全
会
告
発
の
闘
い
は

展
開
さ
れ
え
な
か
っ
た
。
こ
の
日
の
闘

争
は
「癌
祖
医
療
」
を
喜
凡
る
現
在
の

精
神
医
療
総
体
の
告
発
・
解
体
へ
む
け

た
第
}
歩
と
位
鍛
付
け
ら
れ
て
い
た
。

「時
よ
り
蝋
郡
府
立
医
大
教
養
部
の

構
内
で
「
11
・
認
十
全
会
系
病
院
解

体
、
患
者
虐
殺
糾
弾
全
票
都
集
会
」
が

開
催
さ
れ
、
ま
ず
、
京
大
精
医
研
よ
り

次
の
要
旨
で
奉
嗣
報
告
が
な
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
四
年
、
患
者
家
族
の
手
に

よ
り
三
件
の
虐
毅
・虐
待
事
件
が
曇
露

・
告
発
さ
れ
た
。
現
在
こ
の
三
件
は
地

検
に
お
い
て
硬
査
が
鵡
め
ら
れ
、
今
起

訴
へ
の
分
岐
点
に
あ
り
、
地
検
へ
の
闘

い
を
強
化
し
起
訴
さ
世
て
ゆ
か
ね
は
な

ら
な
い
。
第
一
次
告
発
闘
争
消
滅
の
総

拙
を
、糟
神
医
療
総
体
へ
の
告
発
、稿
仰

病
者
を
つ
く
り
だ
す
地
怒
憎埋
の
問
題

に
し
ぼ
り
切
り
京
都
の
地
颯
柵
神
衛
生

網
ー
笑
賀
的
保
女
処
分
体
制
1
の
暴
露

解
体
を
持
軌
的
な
闘
い
で
展
開
し
て
ゆ

く
。
具
体
的
に
は
府
医
大
で
の
教
授
O

B
会
の
逼
及
、
丈
去
躍
へ
の
医
師
派
遣

阻
止
、
そ
し
て
中
問
施
設
構
想
を
み
つ

め
た
病
院
再
編
を
阻
止
し
て
ゆ
く
。

続
い
て
、
突
際
に
柵
神
病
院
に
働
く

糟
神
糾
医
全
国
共
闘
京
都
支
耶
(P
S

Y
華

精
神
科
習
護
者
共
闘
よ
り
発

.曲
が
行
な
わ
れ
た
。
と
り
わ
け
P
S
Y

共
闘
よ
り
は
「院
内
に
お
い
て
も
っ
と

も
抑
圧
さ
れ
て
い
る
愚
膚
の
告
発
を
、

自
ら
の
声
と
し
て
、
自
己
解
放
へ
む
け

た
闘
い
と
し
て
措
足
し
て
ゆ
か
ね
は
な

ら
な
い
。
第
二
次
ナ
竺
会
闘
争
の
開
姶

に
あ
た
り
患
者
の
声
の
収
約
が
、
家
族

会
の
祉
会
性
が
、
そ
し
て
医
療
労
働
者

の
具
依
的
な
取
り
く
み
が
厳
し
く
間
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
碓
認
し
よ
つ
」
と
の

発
盲
が
な
さ
れ
、
第
二
次
闘
争
へ
の
基

鋼
的
方
向
が
提
起
さ
れ
樗

蘭
西
精
医
研
運
合
の
発
甘
に
続
い
て

糟
神
障
茜
者
解
放
同
盟
ひ
え
の
会
よ
り

「十
会
置病
院
の
事
件
は
ど
こ
の
病
院

に
も
あ
る
あ
た
り
朗
の
事
で
す
。
そ
れ

ほ
ど
に
今
の
糟
神
病
院
の
状
況
は
ひ
ど

い
も
の
で
す
。
福
祉
事
癖

、
民
生
委

員
な
ど
を
結
ぷ
下
か
ら
の
包
囲
網
を
問

題
に
し
つ
つ
、
十
全
会
告
発
還
動
を
続

け
て
ゆ
き
た
い
」
と
の
発
言
が
な
さ
れ

た
。
最
後
に
、
関
西
保
安
処
分
粉
砕
共

闘
事
務
局
よ
り
十
二
月
五
月
の
全
国
傑

安
処
分
粉
砕
共
闘
の
結
成
大
会
へ
結
集

を
呼
び
か
け
る
発
δ
が
行
な
わ
れ
、
集

会
を
お
え
た
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
コ
ン
は
、
双
岡

ふ
も
と
に
あ
る
、
十
全
会
双
岡
、
ピ
不

ル
の
両
病
院
へ
む
け
て
行
な
わ
れ
、

「
十
全
会
解
体
、
患
看
虐
殺
糾
弾
」
を

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
し
つ
つ
、
戦
闘
的

に
行
な
わ
れ
た
。
双
岡
病
院
煎
で
は
、

全
員
が
す
わ
り
こ
み
を
貫
徹
し
、
院

内
の
患
看
・
労
働
者
に
対
し
、
十
全
会

解
体
を
訴
え
た
。

簡
単
な
総
括
集
会
の
の
ち
、
再
度
病

院
の
前
に
ひ
き
返
し
、
患
者
に
対
し
て

ゲ
リ
ラ
的
な
ビ
ラ
入
れ
を
行
な
う
こ
と

と
も
に
、
病
院
事
務
長
に
対
し
十
全
会

の
"悪
業
4
の
数
々
を
遺
及
す
る
な
ど

病
院
当
局
に
病
院
解
体
へ
む
け
た
闘
い

の
開
始
を
公
肇

宜
君
レ
泥
.

こ
の
日
の
闘
争
を
も
っ
て
、
東
京
の

扁
山
病
院
、
奈
良
の
五
条
山
病
院
闘
争

に
呼
応
し
た
十
全
会
解
体
闘
争
へ
の
意

志
一致
を
か
ち
と
っ
た
と
い
,奮

.
今

後
、
京
都
に
お
け
る
地
整
編

衛
生
響

理
網
-
保
安
処
分
の
寒
質
的
先
取
〒

の
暴
露
解
体
を
軸
に
、
地
颯
未
端
か
ら

の
浬
動
の
組
戯
化
が
は
か
ら
れ
て
い
る

姫
工
大再

度
無
期
ス
ト

へ

認
罎

に
凱
し

学
内
支
配
の
強
化
に
抗
し
蘭
争
の
つ

づ
い
て
い
箕

犀
県
立
姫路
工
菓
天学

(小
村
贋
教
学
長
職
務
代
理
)
で
、
学

生
自
治
会
(干
二
百
名
)
が
、
二
日
の

葦
努

渉
用
い
た
封
鎖
解
除
に
対
し
、

大
学
執
行
部
の
退
陣
を
塁
不
し
て
四
日

か
ら
無
期
隈
ス
ト
に
突
入
し
た
。
こ
れ

は
三
日
の
掌
E
大
会
で
決
蹟
さ
れ
た
も

の
。先

月
木
か
ら
自
治
愈
は
学
生
大
会
に

よ
る
大
学
当
局
の
執
行
部
退
暉
更
求
決

議
に
も
と
つ
い
て
学
長
室
な
ど
を
占

拠
、
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
を
敢
行
し
て
い

た
が
、
大
学
当
周
は
十
二
月
二
日
朝
、

教
職
員
約
百
五
十
名
と
橘
動
隊
貞
が
バ

リ
ケ
ー
ド
内
に
乱
入
し
封
鎖
を
解
除
し

登
梗
し
て
き
た
掌
生
は
、
封
鎖
解
除

と
構
内
立
入
り
禁
止
に
抗
議
し
、
約
二

百
名
で
周
辺
を
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
ン
ヨ

ン
。
機
動
隊
と
衝
突
し
て
二
名
が
不
当

遼
猜
さ
れ
た
。

一
方
バ
リ
ケ
r
ド
内
の
学
生
は
、
職

員
・
楕
動
隊
の
乱
入
寸
前
に
外
に
坦
て

ぴ

学園評論

ニ
ク
ソ

ン
外
交

の
新

展
開

ヒ
月
の
ニ
ク
ソ
ン
幻
中
・
米
巾
会
談

発
表
、
八
月
の
米
・新
経
済
政
策
の
発

及
と
い
う
二
つ
の
ニ
ク
ソ
ン
肖
明
は
、

イ
ン
ド
シ
ナ
人
民
の
革
命
堕
闘
い
の
配

進
を
は
じ
め
と
茎

禽
ヲ
ロレ
タ

リ
ァ
人
民
の
削
に
糎
繕
的
動
揺
に
さ
ら

さ
れ
た
戦
後
帝
團
主
義
世
果
占
曾
体
制

の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
再
編
を
押
し
進

め
ん
と
ナ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
p

戦
後
米
帝
国
主
霧
の
東
亭
・
経
皆
面

に
お
け
る
圧
倒
的
優
位
性
の
も
と
に
、

革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
突
畢
に

対
し
、
世
界
ブ
ル
ジ
皿
ア
ジ
ー
の
二

っ
の
政
府
」
と
し
て
の
登
場
、
共
同
反

革
愈
の
遂
行
を
、
国
際
反
革
命
陶
級
岡

盟
の
形
成
と
そ
れ
を
基
警

し
て
の
I

M
r
。
G
A
T
T
体
制
に
よ
る
世
界
統

一
市
場
の
繕
持
・
拡
大
と
い
う
構
遺

は
、
そ
の
破
綻
を
漂
め
、
世
界
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
に
よ
る
世
界
反
革
命
戦
略
の

再
絹
は
七
二
年
罷
天
き
な
メ
ル
ク
マ
ー

「共
存
路
線
」
の
粉
砕
を

ル
と
し
て
す
す
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

今
回
は
、
現
在
、
ニ
ク
ソ
ン
に
よ
り

湘
中
薯

と
し
て
遣
め
ら
れ
つ
つ

あ
る
一
墨
の
外
交
政
策
の
分
析
を
軸
に

し
、
反
蔓
財
戦
略
の
栂
編
の
方
向
を
明

ら
か
に
し
て
ゆ
く
作
業
を
朗
始
し
た

い
。

・

丁

・

七
月
十
五
日
の
「
ニ
ク
ノ
γ
認
中
」の

発
凝
を
契
機
に
新
た
な
装
い
を
も
っ
て

開
始
さ
れ
た
"
ニ
ク
ソ
ン
外
交
♂
は
、

来
年
二
月
の
訪
中
、
五
月
の
訪
ソ
の
決

定
を
も
っ
て
具
体
的
展
開
を
開
始
し

た
。
(十
月
国
連
総
会
に
お
け
る
「中

国
閥
題
」
討
議
の
さ
中
の
キ
ッ
シ
ン
ジ

ャ
亘
補
儒
冒
の
再
魔
の
訪
中
、
申
国
の

国
連
参
加
、
十
二
月
中
旬
か
ら
釆
年
一

月
に
か
け
て
の
仏
、
英
、
西
独
、
そ
し

て
日
本
と
の
闘
脳
会
談
の
設
霧

)

ニ
ク
ソ
シ
晒
甲
、
中
国
の
国
趣
へ
の

参
加
と
5
う
造
穆
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
人

民
を
は
じ
め
と
す
る
車
命
的
プ
ロ
レ
タ

リ
ァ
ー
ト
の
闘
い
に
よ
る
、
米
帝
を
盈

宅
と
ぜ
る
反
器

戦
路
の
破
産
の
藍
行

に
対
し
帝
国
ま
蕊
ブ
ル
ジ
冨
ア
ジ
ー
が

後
進
国
民
族
解
放
闘
鱗
の
「後
立
て
」
た

る
甲
国
の
「
国
際
舞
台
へ
の
章
場
」
を

絶
対
不
可
欠
の
も
の
と
し
、
自
盃

界
戦
略
の
申
に
中
国
を
く
み
こ
ま
ん
と

し
て
い
く
過
程
で
あ
る
。
米
ソ
に
よ
る

「平
和
共
存
・
階
級
協
調
」
騒
緑
に
中

国
を
加
荒
る
こ
と
に
よ
り
、
「
三
極
撫

傭
T
多
角
的
平
和
共
脊
」
略
線
へ
と
再

絹
せ
ん
と
寸
る
米
帝
国
主
義
、
ひ
い
て

は
世
界
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
戦
略
的
力

針
と
い
え
る
。

ニ
ク
ソ
ン
が
罰
申
を
も
っ
て
な
し
き

ら
ん
と
す
る
も
の
は
、
短
期
的
に
は

「
米
中
蘭
係
の
改
菖
」
で
あ
り
、
「多

く
は
薙
め
な
い
」
(周
恩
来
首
相
の
発

曽
)
と
し
て
も
、
長
期
的
に
は
イ
ン
ド

シ
ナ
革
甜
戦
争
の
「
平
和
的
解
決
」
1

第
二
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
談
に
よ
る
反
革

命
的
解
決
1
へ
の
布
石
と
し
て
あ
り
、

ア
ジ
ァ
太
平
洋
圏
に
お
け
る
反
革
命
戦

略
の
樽
編
1
「ア
ジ
ア
は
ア
ジ
ア
人
の

手
に
」
1
を
見
す
え
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
明
自
で
薯

。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
中
国
の
国
連

参
加
は
、
国
連
の
性
格
ー
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

会
談
を
は
じ
め
と
し
た
後
進
国
人
民
の

閥
い
の
「
和
平
の
テ
ー
ブ
ル
」
へ
の
封

じ
込
め
、
と
い
う
反
革
命
性
ー
を
抜
き

に
賛
奨
す
る
こ
と
ほ
で
き
ず
、
儲
国
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
中
国
が

「話
し
合

い
の
テ
ー
ブ
ル
」
に
つ
い
た
こ
と
を
も

っ
て
、
「新
し
い
国
遷
外
交
」
の
可
能

性
を
見
い
出
さ
ん
と
し
て
い
る
。
ベ
ン

ガ
ル
人
民
の
武
装
簸
起
を
勝
因
と
す
る

印
パ
戦
争
に
お
い
て
、
ヤ
ヒ
ア
。
カ
ー

ン
翼
事
ポ
ナ
パ
ル
ア
ィ
ズ
ム
政
橦
を
支

持
す
る
中
国
の
態
度
は
そ
の
「積
極
外

交
」
の
限
界
を
小
し
て
い
る
と
も
い
λ

よ
つ
。・

二

呂

十
二
月
十
三
、
十
四
日
の
ポ
ン
ピ
ド

ー
仏
大
統
領
と
の
会
談
を
皮
切
り
に
行

な
わ
れ
る
ニ
ク
ソ
ン
と
先
進
霜
函
主
義

騎
国
首
脳
ζ
の
会
談
は
、
訪
中
・莇
ソ

を
削
に
し
て
の
舘
国
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

と
の
嶽
志
一
致
の
場
と
し
て
設
定
さ
れ

「
通
貨
・
貿
易
間
題
」
を
め
ぐ
る
各
瀞

国
主
義
プ
ル
ジ
コ
ア
ジ
ー
と
の
}
足
の

利
書
の
対
立
を
、
反
革
命
政
治
協
凋
を

も
っ
τ
棄
り
切
り
、
「
多
角
的
平
和
共

存
」
へ
の
同
意
を
と
り
つ
け
ん
と
し
て

い
る
。
西
独
・
プ
ラ
ン
ト
の
東
方
外
父

を
は
じ
め
と
す
る
「
東
西
交
流
」
は
、

コ
メ
コ
ン
諸
国
の
世
界
統
一
市
場
く
み

込
み
か
ら
、
米
ソ
聞
の
戦
賂
核
兵
器
制

限
交
渉
(S
A
L
T
)
の
蓮
展
、
そ
し

て
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
ソ
か
ら
全
ヨ
ー
ロ
ン

パ
安
保
会
礒
ま
で
を
構
想
し
、
a
ー
ロ

ッ
パ
に
お
け
る
「
共
存
」
路
線
の
更
な

る
遂
行
へ
と
む
か
い
つ
つ
あ
る
。

一一

・

ニ
ク
ソ
ン
莇
中
と
い
つ
ニ
ク
ソ
ン
ド

ク
ト
リ
ン
の
急
連
な
貝
体
化
は
、
ア
ジ

ア
の
蟹
事
ボ
ナ
パ
ル
プ
ィ
ズ
ム
政
糎
へ

一
定
の
〃危
機
感
`
の
醸
成
を
も
た
ら

し
た
。
十
一H
丹二
ー
六
日
発
表
さ
れ
た

漿
南
ア
ゾ
ア
諸
国
逆
合
(A
S
E
A

N
)
加
盟
ゴ
カ
国

(イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
)
外
相
会
談
の
共
同
声

明
は
「
東
南
ア
ジ
ア
の
申
立
地
帯
化
」

構
想
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
構
想
は
具

体
的
な
「
中
立
化
」
保
障
の
内
容
は
語

ら
れ
て
い
な
い
が
、
東
用
ア
ジ
ァ
の
範

囲
を
南
北
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン

ボ
ン
ア
、
ビ
ル
マ
を
含
む
と
す
る
な

ど
、
米
帝
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
傍
遇
へ
の

危
磯
に
裏
打
ち
さ
れ
、
ペ
ト
ナ
ム
革
命

戦
争
の
拡
大
を
阻
止
す
る
と
と
も
に
、

「
中
ヱ
化
」
を
対
置
し
「
平
和
的
解

決
」
の
裡
に
、
自
ら
の
延
命
の
道
を
求

め
る
も
の
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
、

雨
北
赤
十
字
会
談
な
ど
の
一
定
の
「平

和
的
ム
ー
ド
」
の
盛
り
上
が
り
は
、
朴

躍
事
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ズ
ム
政
揺
の
危
機

感
を
蟹
天
さ
せ
、
十
二
月
六
日
に
は
国

家
非
常
事
態
を
宣
宮
す
る
な
ど
、
国
囚

の
労
働
者
学
生
の
闘
い
の
崩
矛
の
徹
底

的
弾
圧
へ
と
む
か
わ
せ
た
、

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
、
日
本

帝
国
主
義
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
へ
の
「
期

待
」
は
増
大
し
、
P
A
T
O
構
想
は
よ

り
現
夷
性
を
も
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
七
二
年
沖
縄
返
還
を
も
っ
て
ア
ジ

ア
へ
の
反
革
命
の
盟
主
と
し
て
の
登
場

を
な
し
き
ら
ん
と
す
る
日
本
帝
国
主
嚢

ソ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
一
月
六
、
七
日

の
佐
藤
ニ
ク
ソ
ン
会
談
に
お
い
て
日
米

両
帝
国
主
鵡
ブ
ル
ジ
謹
ア
ジ
ー
の
協
粛

の
も
と
に
、
六
十
九
年
日
米
共
同
声
明

以
降
の
戦
略
基
罵
を
確
認
し
、
ヒ
ニ
年

沖
綱
返
還
の
最
後
的
意
患
[
致
を
も
っ

て
、
「ア
ジ
ァ
へ
の
飛
口
」
を
な
し
き

う
御
と
し
て
い
ゑ

米
帝
岡
主
義
ブ
ル
ジ
ぽ
ア
ジ
ー
の
基

本
的
ア
ジ
ア
戦
略
は
、
申
国
を
も
「平

和
共
存
」
へ
と
包
摂
し
つ
つ
、
日
帝
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
ア
ジ
ア
の
反
草
命
の

盟
主
へ
と
飛
躍
さ
せ
る
こ
と
を
も
っ
て

の
共
同
反
車
命
の
遂
行
に
あ
り
、
イ
ン

ド
シ
ナ
人
昆
の
革
命
闘
争
を
「
和
平
の

テ
ー
ブ
ル
」
へ
と
庄
殺
し
て
ゆ
≦
」と

に
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

ニ
ク
ソ
ン
外
交
の
展
開
こ
そ
、
世
界

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
国
際
協
調
に
ょ
る

反
革
命
戦
略
の
再
編
の
具
体
化
で
あ
り

七
〇
年
代
の
】大
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し

て
七
卜
二
年
が
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り

確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
り
、
逮
捕
壱
は
な
か

っ
た
。

小
撃

韮

代
理
は
・
「機
潔

導
入
は
雇
い
と
思
う
て
い
な
い
。
さ
っ

そ
く
封
鎖
参
加
学
生
の
処
分
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
当
分
の
聞
姫
騒
晋
に
依
頼

し
て
大
学
近
く
に
常
駐
し
て
も
ら
い
綬
・

業
を
豊
開
す
る
」
と
の
見
解
を
発
畿
し

四
日
か
ら
の
無
期
隈
ス
ト
突
入
は
、

学
内
再
編
に
対
す
る
闘
い
へ
の
弾
圧
に

抗
す
る
大
衆
的
な
反
畢
で
あ
る
。

後
期
自
治
会
執
行
部
の
確
立
へ

るまじ選挙戦は

民青は「同学会」選を画策

 

寮

・
理

・
教

養
部

一
九
七
一
年
度
後
期
自
治
会
執
行
部

の
確
立
に
向
け
、
熊
野
、
吉
田
寮
を
は

じ
め
、
理
学
部
、
敦
養
部
な
ど
で
、
自

治
会
選
挙
が
開
建

熊
野
寮
で
は
N
第
十
四
期
正
副
委
員

長
選
挙
が
、
十
二
月

一
日
に
告
示
さ

れ
、
選
挙
戦
が
開
始
さ
れ
た
。
九
日
夜

に
立
会
演
説
金
が
予
足
さ
れ
、
十
、
十

「日
に
投
票
。
新
執
行
部
の
襯
立
は
十

二
月
中
旬
に
な
ろ
う
黛

青
田
漿
で
も
、
後
期
執
行
部
選
挙
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。

理
学
部
で
は
、
評
議
員
選
挙
が
開
始

さ
れ
、
理
学
部
共
闘
会
議
と
、
理
学
部

「全
学
連
」
運
絡
会
議

(民
膚
系
)
の

間
で
選
挙
戦
が
闘
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
敦
獲
部
で
も
、
二
日
に
後
期
止

副
萎
員
畏
選
挙
が
白
示
さ
れ
、
「全
.Ψ

連
」
運
絡
会
議
(民
灘男
δ

か
ら
神
谷

還
(
五
L
2
)
羽
場
君

(I
J
4
)
、

学
生
共
闘
(民
学
同
系
)
か
ら
片
岡
君

(耳
T
8

堀
口
君
(
I
T
14
)
の
そ

れ
ぞ
れ
正
副
委
員
長
候
補
が
立
候
補
し

て
い
る
。
教
養
部
戦
線
は
、
こ
の
選

挙
に
対
し
、
「
沖
縄
闘
争
は
終
っ
た
か

の
ご
と
く
に
い
い
、
自
治
会
選
拳
、
倒

閣
運
動
に
学
友
の
工
系
ル
ギ
ー
を
流
し

込
む
こ
と
を
許
さ
な
い
」
と
の
ア
ピ
ー

ル
を
競
褒
、
無
視
の
方
針
を
だ
し
て
お

り
、
教
養
部
の
選
挙
は
盛
り
あ
が
り
を

各

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
「
同
学
会
」
も
、
こ
れ
と
同
時

に
へ
「代
議
員
選
挙
」
と
祢
し
て
、
投

票
を
つ
け
つ
け
て
い
る
。

(選
挙
結
果
そ
の
他
詳
細
は
次
号
)

農
学
部

長
に
沢

田
教
授

〃駈
館
移
転
阻
止
"
は
新
局
面
へ

農
学
部
で
中
島
稔
学
部
長
の
任
期
潤

了
に
解
つ
後
伍
に
、
沢
田
敏
男
教
授
が

一
日
、
選
ば
れ
た
。

沢
田
敦
授
は
、
昭
和
十
七
年
、
京
大

農
学
翠

三
十
四
年
願
学
部
教
授
。

農
業
工
学
暮
攻
。
評
罐
員
コ
五
二
歳
。

農
学
部
で
は
、
六
九
年
以
来
の
学

生
、
教
職
員
(助
手
、
編
師
)
】
体
と

な
っ
た
学
部
闘
争
が
昂
揚
レ
、
柏
学
耶

長
の
任
期
中
に
は
当
周
の
右
翼
的
路
線

と
其
向
か
ら
対
立
し
た
。
今
回
の
学
部

内
鰻
右
派
蓉

沢
田
教
奨
選
出
は
、
あ

る
程
度
柔
軟
な
申
島
学
部
長
の
方
針
を

清
算
し
て
、
強
硬
な
闘
争
圧
殺
の
も
と

に
「至
上
命
令
」
た
る
コ
祈
鋸
移
転
」

を
強
行
す
る
た
め
の
も
の
と
暑

れ
、

柏
時
代
の
立
役
看
の
登
場
と
な
っ
た
と

12

・
2
経
済
学
部
長
団
交

見
嘉

て
い
る
。

沢
田
敦
授
は
一
昨
年
十
一月
の
農
学

部
機
動
隊
導
人
に
際
し
て
は
、
抗
議
に

来
た
自
澹
会
の
活
勘
家
二
名
を
「
指
名

遠
捕
」
さ
せ
、
さ
ら
に
こ
の
二
名
の
公

判
に
検
漿
側
証
人
と
し
て
立
っ
て
い

る
。
し
か
も
創
回
公
判
に
は
「証
人
尋

問
」
が
予
足
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「出
張
」
を
詐
称
し
て
欠
権

し
、
岡
崎
公
團
で
野
球
を
楽
レ
ん
で
い

た
と
い
う
許
し
難
い
削
歴
の
持
主
で
あ

る
。沢

田
字
都
氏
の
就
任
に
よ
っ
て
、
農

学
部
闘
争
ー
新
館
移
転
阻
止
闘
争
は
、

新
局
面
を
迎
え
る
こ
と
は
必
主
で
あ
り

闘
争
態
勢
の
強
化
が
強
く
要
鋤
さ
れ
る

で
あ
る
つ
。

夜
間

ロ
ソ
ク
撤
廃

へ

四
項
目
要
求
に
当
局
は
後
退

`

髭

解
駄
慕
難
一

済
学
部
長
と
の
団
交
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
団
交
は
十
「
月
土
ハ
日
の
団
交
で

取
り
扱
わ
れ
な
か
っ
た
学
耶
硬
聞
立
入

り
制
限
撤
廃
、
教
冨
協
議
会
公
開
要
求

の
二
点
を
申
心
と
し
た
も
の
で
、
学
部

畏
は
従
来
の
主
張
を
譲
歩
、
}
足
の
前

薩
が
か
ち
舞

。

ま
ず
釦
年
京
大
闘
争
の
圧
殺
以
降
、

現
在
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
る
夜
八
時
以

降
の
夜
聞
立
入
り
制
限

(礫
聞
ロ
ッ
ク

ア
ウ
ト
措
置
)
の
全
廃
を
要
求
す
る
同

好
会
常
任
委
に
対
し
て
学
部
長
は
、

「夜
八
時
の
線
を
十
時
と
し
、
十
時
ま

で
は
学
部
内
の
各
出
入
口
を
開
け
放

つ
。
さ
ら
に
日
時
、
場
所
を
一
か
月
ご

と
に
届
け
出
れ
ば
随
時
認
め
る
つ
も
り

だ
」
と
し
て
、
実
質
的
な
夜
閥
立
入
り

制
限
撤
廃
を
認
め
る
確
認
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
教
首
協
菖
励
議
会
公
開
の
要

求
に
対
し
て
は
、
従
来
の
「
公
開
は
し

な
い
」
と
い
う
主
張
を
保
持
し
な
が
ら

も
、
「し
か
し
、
学
生
に
関
遼
の
あ
る

問
題
に
関
し
て
は
学
生
の
代
麦
者
が
、

時
町
と
囁
題
を
事
前
に
(学
生
と
学
部

長
が
)
協
議
し
な
2
汽
で
教
官
協
顔
会

に
出
席
し
発
書
を
行
な
い
酎
諭
浄
標
障

す
る
用
憲
が
あ
る
」
と
い
う
碓
認
を
口

通
で
行
っ
た
。

以
上
の
二
点
を
確
約
し
た
午
後
四
時

す
ぎ
、
こ
の
日
の
団
交
は
打
ち
切
ら
れ

た
。学

生
の
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
へ
の
学
郎

当
局
の
介
入
粉
砕
、
夜
間
立
入
り
制
眼

撤
廃
、
団
交
五
条
件

(人
数
制
隈
、
ヘ

ル
メ
ノ
ト
な
ど
の
着
用
禁
止
、
出
席
学

生
の
所
ロ
ゼ
ミ
氏
名
の
雪
示
な
ど
)

撤
脆
、
新
女
鎮
建
設
ー
法
経
文
統
△暑
悔

想
粉
砕
、
数
冒
敦
議
会
公
開
を
め
ぐ

り
、
四
月
以
降
学
耶
長
団
交
を
棟
み
童

ね
て
き
た
経
済
学
部
闘
曇
餐
昌

ー
同
好
会
常
任
委
の
運
勤
が
、
}
定
の

成
果
を
獲
得
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る

だ
ろ
つ
。
さ
ら
に
学
費
値
上
げ
の
動
き

も
あ
る
中
で
、
二
の
間
の
運
動
の
成
果

を
踏
き
κ
て
、
学
生
の
要
未
を
く
み
つ

く
す
人
衆
巡
動
の
さ
ら
な
る
構
築
が
E

闘
ー
同
好
会
常
任
姿
に
要
謂
さ
れ
て
い

る
。

沖青同 パンフ

鮮猟燃 撒
全
て
の
沖
縄
人
は

団
結
し
て

決
起
せ
よ
!

一
、

 

二
、

三
、

,
国
会
囚
決
起
闘
争
'

に
連
帯
せ
よ

沖
縄

目
牛
同
盟
行
動
隊

傲

沖
甫
同
行
勤
隊
三
圃
志
の

決

意

書

発
行

・
沖
縄
青
年
同
盟

定
価

冒量
U+
カ
ン
パ

本
社
で
も
取
扱
い
ま
す
.

昌の

ロ

は粉 雪
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聞京 都 大 学 新

年 間

年 間

年 間

年 間

1000円

1800円

2600円

3200円
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